
 
 

 
１．請求項１ 

中⼼部に軸⽅向に貫
通するねじ孔が形成され
たナット本体の上端⾯に
環状カシメ部が設けられ、
そのカシメ部の内部にねじ
孔と同⼼で⽔平に平板
状弾性ワッシャーがカシメ
固定される⼀⽅、弾性ワ
ッシャーの内周⾯に、半径
⽅向内⽅で⾯⼀状に突
出する２個の第１凸状係合部⽚と第２凸状係合部⽚と２
個の第１切⽋凹部と第２切⽋凹部とが交互に形成されると
ともに、第１凸状係合部⽚と第２凸状係合部⽚のうち、⼀
⽅の第１凸状係合部⽚は他⽅の第２凸状係合部⽚よりも
⾓度を⼤きく取り、円弧幅の広い凸状係合部⽚に形成され、
また他⽅の第２凸状係合部⽚は⾓度を⼩さくし、円弧幅の
狭い凸状係合部⽚に形成されており、各凸状係合部⽚の内
周⾯がねじ孔の内径とほぼ同径の円弧状に形成され、かつ、
各切⽋凹部の内⾯がねじ孔の⾕径よりも⼤径の円弧状に形
成され構成されていることを特徴とするゆるみ⽌めナット。 

 
 
 
 
 

２．請求項２ 
第１切⽋凹部と第２切⽋凹部のうち、いずれか⼀⽅の切⽋
凹部は他⽅の切⽋凹部よりも⾓度を⼤きく取り、他⽅の切⽋
凹部よりも円弧幅の広い切⽋凹部に形成されており、これに
より第２凸状係合部⽚に対する第１凸状係合部⽚の形成 
 
 
 
 

 
位置に変化を付けて、ねじ込み時のトルクを軽減または増加 
させることを特徴とする請求項１記載のゆるみ⽌めナット。 
 
 
 
 
 
３．請求項３ 
  平板状弾性ワッシャー２の厚みを、２個の凸状係合部⽚
と２個の切⽋凹部とが９０°の等間隔でそれぞれ交互に形
成された従来の弾性ワッシャーに⽐べて薄く形成して、求める
プリベリングトルク値を得るようにしたことを特徴とする請求項
１または請求項２記載のゆるみ⽌めナット。 
 
 
 
 
 
４．請求項４ 

第１凸状係合部⽚２１が１５０°〜２４０°の円弧幅
に、また他⽅の第２凸状係合部⽚２２が６０°〜９０°の
円弧幅に形成されているとともに、これら第１凸状係合部⽚
と第２凸状係合部⽚の間に介在される第１、第２凹状切
⽋部がそれぞれ３０°〜６０°の円弧幅に形成されているこ
とを特徴とする請求項１⼜は請求項２記載のゆるみ⽌めナ
ット。 
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の板厚を薄くす

る。 


